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便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
11
月
に
無

事
「
Ｂ
１
手
術
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
し
、

手
術
室
を
２
室
増
設
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
緊
急

手
術
が
必
要
な
救
急
医
療
に
貢
献
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
「
Ｂ
１
手
術

セ
ン
タ
ー
」
は
日
帰
り
手
術
に
も
対
応

し
て
お
り
、
短
期
入
院
で
行
っ
て
き
た

患
者
さ
ん
を
安
全
な
日
帰
り
手
術
に
移

行
す
る
こ
と
で
、
入
院
ベ
ッ
ド
を
よ
り

患者さんへ安心で信頼される医療を提供します。 

職員へやり甲斐のある仕事と豊かな生活の場を提供します。 
 

１.急性期医療に全力で取り組み、地域社会に貢献します。 

２.個人の権利を尊重し、相互信頼に基づいた患者さん中心の医療を提供します。 

３.豊かな人間性と優れた技能を有する医療人の育成に努め、活力のある病院づくりをします。

４.経営の健全化に努め、質の高い医療を地域に提供し続けます。 

理念 

基本 
方針 

荻窪病院は 

 

貢献します 

地域医療に 

 

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

「
手
術
枠
」
と
「
ベ
ッ
ド
」
を
保
持
す

る
こ
と
で
、
手
術
を
要
す
る
急
性
期
疾
患

の
受
け
入
れ
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
急
性
期
病
院
と
し
て
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
何
を
す
べ

き
か
常
に
考
え
、
地
域
の
多
く
の
医
療
機

関
、
在
宅
・
介
護
施
設
、
行
政
と
の
連
携

を
と
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

本
館
に｢

Ｂ
１
手
術
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。 

手
術
を
要
す
る
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
拡
大
し

さ
ら
に
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

理事長 病院長  

む ら い   し ん じ 

村井 信二 

荻
窪
病
院
は
こ
の
地
区
に
お
い
て
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
紹
介
患
者
さ
ん
や

救
急
患
者
さ
ん
の
検
査
や
手
術
・
入
院

を
請
け
負
う
「
急
性
期
病
院
」
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。 

当
院
が
さ
ら
に
地
域
医
療
に
貢
献
し

て
い
く
た
め
に
は
、
手
術
枠
や
入
院
ベ

ッ
ド
の
確
保
と
い
っ
た
急
性
期
機
能
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
行
っ
て
い
た
改
修
工
事
は
そ
の

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
皆
様
に
は
ご
不

本館地下１階 Ｂ1手術センター 

本館 7階 化学療法室(左)、リハビリテーション室（右） 

手術室 2室、そして、白内障や手の手術などの日帰り手術の

患者さんが休めるリカバリー室 4室も完備しています。 

7階に移動し、広く明るい環境で 

療養いただけるようになりました。 



「
自
分
ら
し
さ
・
そ
の
人
ら
し
さ
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
健
や
か
な
状
態
を
保
つ

に
は
…
？
」
今
回
は
慢
性
疾
患
や
認
知
症

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
研
鑚
を
積
ん

だ
当
院
の
専
門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
に

よ
る
初
の
健
康
講
座
。
患
者
さ
ん
に
身
近

な
存
在
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
私
た
ち
の

生
活
に
取
り
入
れ
や
す
い
健
康
法
を
お
伝

え
し
ま
す
。
2
講
座
続
け
て
受
講
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
無
料
）
。 

9
時
～
17
時(

月
～
金) 

9
時
～
12
時(

土) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

11
月
27
日
に
杉
並
救
急
業
務
連
絡

協
議
会
に
よ
る
救
急
業
務
功
労
者
の
表

彰
式
が
あ
り
、
円
滑
な
救
急
受
け
入
れ

に
貢
献
し
た
と
し
て
、
救
急
外
来
・
内
視
鏡

セ
ン
タ
ー
の
八
木
沼
副
主
任
看
護
師
と
前

田
医
事
課
課
長
代
理
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

 

ふ
た
り
は
災
害
医
療
に
も
関
わ
っ
て

お
り
、
八
木
沼
副
主
任
看
護
師
は
災
害

対
策
委
員
と
し
て
災
害
訓
練
等
の
運
営

に
、
前
田
医
事
課
課
長
代
理
は
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ(

全

日
本
病
院
協
会
災
害
時
医
療
支
援
活
動
班)

の
業

務
調
整
員
と
し
て
台
風
15
号
被
災
病
院

の
救
援
活
動
の
た
め
出
動
し
て
い
ま
す
。 

 

荻
窪
病
院
は
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

救
急
・
災
害
医
療
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

  

年末年始のご案内  年内は 12月 28日(土)午前まで 年始は 1月 4日(土)午前より診療をいたします 

O g i k u b o   H o s p i t a l  T o p i c s 
 

●
日
時 

 

12
月
7
日
（土
） 

●
時
間 

 

14
時
30
分
～
16
時
15
分 

（開
場
14
時
15
分
） 

 
 

講
演
１ 

 

見
直
そ
う 

生
活
習
慣 

 
 

 

慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師 

中
村
友
美 

 
 

 

慢
性
疾
患
看
護
専
門
看
護
師 

 
 

大
森
優
子 

 
 

講
演
２ 

 

み
ん
な
で
知
ろ
う 

認
知
症 

 
 

 

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師 

照
井
友
喜
恵 

●
場
所 

 

荻
窪
病
院 

7
階
レ
ス
ト
ラ
ン 

●
お
申
込
み 

（要
予
約
） 

地
域
連
携
室
０
３-

３
３
９
９-

０
２
５
７ 

 

  

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
サ
ッ
ク
ス
さ
ん
の 

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を 

行
な
い
ま
し
た 

第
45
回
み
ん
な
の
健
康
講
座 

「
自
分
ら
し
く 

生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」 

～
生
活
習
慣
病
・
認
知
症
～ 

平
成
30
年 

杉
並
救
急
業
務
連
絡
協
議
会 

救
急
業
務
功
労
者
の 

表
彰
が
あ
り
ま
し
た 

講師の 3 人。院内でも多くの

勉強会を開いています。 

医師、看護師、業務調整員で構成さ
れたＡＭＡＴ。千葉県館山市で 

 

東
京
都
病
院
協
会
の
「
指
差
し
唱
和

運
動
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
当
院
の
応

募
作
が
2
題
入
選
し
、
11
月
18
日
に

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 最
優
秀
賞
（
4
Ｂ
病
棟 

野
村
師
長
代
行
） 

忙
し
い 

そ
の
言
い
訳
が 

感
染
源 

   

最
優
秀
賞
は
、
今
年
6
月
に
行
わ

れ
た
院
内
手
指
衛
生
標
語
コ
ン
テ
ス

ト
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

感
染
対
策
チ
ー
ム)

大
賞
を

と
っ
た
作
で
も
あ
り
、
実
際
に
指
差
し

唱
和
標
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
院
は
、
朝
の
引
き
継
ぎ
時
を
始

め
と
し
て
、
多
く
の
現
場
で
指
差
し
唱

和
を
行
い
、
感
染
対
策
・
医
療
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。 

東
京
都
病
院
協
会 

指
差
し
唱
和
運
動
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
で 

｢
最
優
秀
賞｣｢

佳
作｣

を
受
賞 

佳
作
（
金
子
防
犯
担
当
） 

指
差
し
て 

目
視
と
喚
呼
で 

安
全
医
療 

  

表彰を受ける野村師長代行(上)と、指差し唱和の様子(下) 

表彰式会場での八
木沼副主任看護師
と前田医事課課長
代理 

「おぎくぼ病院まつり」では 777 名もの地域の皆さまにお越しいただ

きました。桃井原っぱ公園で開催の「すぎなみフェスタ」も合わせ、

多くの皆さまにご来場いただき、誠にありがとうございました。 

井草地域区民センターで開催された、健康講

座では来場の皆さまが循環器内科・遠田医

長の話に真剣に耳を傾けられていました。 

ｲﾍﾞﾝﾄ報告② 10/24「これって不整脈？」 

悸を感じたら～」 

ｲﾍﾞﾝﾄ報告①  11/3おぎくぼ病院まつり 11/2・3すぎなみフェスタ出展 

 


